
構築当時の道幅は 3ｍ程。右側には側溝があります
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その存在も忘れられて、住宅地の下に眠っていた

中世の道路状遺構（中央の黒い部分が路面）
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道路状遺構からの出土遺物は、どれも

小さなものばかりですが、重要な情報

が詰まっています

雑司が谷における中世の道（想定図）

　調査地点から線路をはさんだ反対側

の、副都心線雑司が谷駅地区でも道路

状遺構が確認されています

調査地点から南方を望む

中世にはこの先に鎌倉街道がありました

出土した中世の羽釜

　東海地方の土器で、非常に薄

　作りです。どのような経緯で

　持ち込まれたのでしょうか

路面の下を掘ると、道路を造ったときの基

礎工事の跡が。かなり凹凸があります

－　２　－

江戸時代の遺物分類を考えよう



掃除終了！　こんなに汚れていました

掃除開始！　隅々まで綺麗にします

　　　解説板の位置

（雑司が谷駅　目白通り側改札）

専用の道具でカバーを開けます

－　３　－

解説板の清掃も私たちがしています

数多くの図書をご寄贈いただきました

～  解説板おそうじ絵巻 ～

→
→



　
「つたのは通信」の由来 ： 蔦は大きな樹ではありませんが、生命力が非常に強い植物です。この蔦の葉が周囲の樹木や　

　建物につたい茂るように、多くの人に遺跡の楽しさ、大切さを知ってもらいたいとの願いを込めて会報の名としました。

　また、染井遺跡を代表する大名屋敷である津藩藤堂家の家紋としても、馴染み深い植物です。
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編集・発行

染  井  遺  跡 　（豊島区No.5 遺跡）

シリーズ としまの遺跡４

　染井遺跡は巣鴨一～五丁目ならびに駒込一～七丁目にかけて広が

る、実に 54 万㎡超の面積を誇る豊島区最大の遺跡です。その内容

も旧石器・縄文・弥生・古代・中世・近世（江戸時代）と、ほぼ全

ての時代を網羅しています。その中で、今回は原始（旧石器～縄文

時代）の遺跡についてご紹介致します。（※豊島区№４遺跡は欠番）

　染井の地では、今から２万年以上前にさかのぼる人類の痕跡が見

出されています。当時は氷河期の終わり頃（最終氷期）、獲物となる

動物を追いながらの移動生活が行

われていた時代です。染井遺跡で

は、彼らが使用していた道具類、

すなわち打製石器（ナイフ形石器・

角錐状石器など）や宿営した痕跡

（礫群）が発見されており、これ

は確認される限りで豊島区最古の人類の痕跡です（写真１）。

　続く縄文時代では、早期～中期（約 4000 ～ 8000 年前）の住居址

数軒が発見されています。縄文土器は、これまでに早期～後・晩期

と、おおむね縄文時代のほとんどにわたる時期のものが発見されて

おり（写真２）、染井地域に連綿と人々の

生活が営まれていたことが窺えます。さ

らに、かつて明治時代には染井霊園内の

縄文貝塚（染井墓地内貝塚）が知られてい

ました。しかし現在ではその位置が不明

となっており、これまでに発見されてい

る縄文集落との関係を探る上でも、今後

の再発見が望まれます。

　こうした旧石器～縄文時代の痕跡は、

主に染井霊園周辺から東はＪＲ駒込駅周辺

にかけての地域で点々と発見されています。この地域は、およそ染

井遺跡の北辺、豊島区と北区の区界付近を流れる谷田川（藍染川。

現在暗渠）を見下ろす台地上にあたります。谷田川の対岸には、北

区西ヶ原貝塚（都指定史跡）をはじめとした数々の縄文集落や貝塚

が存在していることからも、谷田川流域は生活に適した豊かな環境

にあったと言えるでしょう。（続く）　　　　　　　　　（宮川和也）

ご好評につき連載が決定しました

「がんばれモ調査員」。報告書の原

稿よりも早くこのマンガを描くモ

調査員に、励ましのお手紙よりも

スイカの差し入れを！（笑）。

【編集後記】

　梅雨なんです。雨が多いのは私が現場

に出ているせいではないんです。でも、

連続雨天中止記録（調査会新）をただいま

更新中…。　　　　　　　　　（担当：お）

題字：湯澤和子　　　　　ロゴデザイン：石原幸

イラスト：黒沼笑美子・千葉弘美　　マンガ：モ

～　豊島区最大の複合遺跡・原始・古代編１　～

写真1：角錐状石器（黒曜石）

写真 2：縄文時代早期の住居

から出土した土器


